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宮城教育大学附属小学校
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研究開発の経過と見通し

「情報の科学的な理解」を扱う
小学校の情報教育

令和２～４年度

コンピュータ
サイエンス科

令和５年度

小学校情報科
第１年次

令和６年度
小学校情報科
第２年次

令和７年度

小学校情報科
第３年次

令和８年度

小学校情報科
第４年次

◎中・高の領域・系統性の分析

◎教科の目標、内容の検討

◎令和６年度

「小学校情報科」年間指導計画の作成

◎年間指導計画に基づく実践、その評価と改善

◎各教科等との内容や資質・能力のつながりの検討

◎幼・小・中の系統性の検討

◆教育課程全体の評価・改善

◆教育課程の確立

◆横展開に向けた資料整備
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● 小学校情報科の構築を目指して
◎中・高の領域・系統性の分析

◎教科目標、内容の検討

◎授業実践とその分析

→ 令和６年度

「小学校情報科」年間指導計画の作成【資料３】

研究第１年次の取組と成果
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研究第１年次の成果 ▶令和６年度 年間指導計画の作成
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● 「小学校情報科」年間指導計画の評価と改善
→ 授業実践とその評価（主に授業分析と省察を通して）

教育課程を改善するための多面的・客観的な評価の蓄積と分析

（主に児童、教員、保護者等への意識調査を通して）

● 他教科等との関連の検討

→ 内容の関連性、資質・能力の関連性

教育課程全体の改善へ

● 幼稚園及び中学校との接続の在り方の検討

→ 円滑な接続に向けた指導内容や指導方法の検討

幼・小・中を通して育む資質・能力について探る

研究第１年次の課題と第２年次の方向性
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研究第２年次に取り組むこと

研究第１年次を踏まえ、小学校情報科の構築に向けて、
特に以下のことに重点的に取り組む。

①年間指導計画に基づく実践、その評価・改善

②各教科等との内容や資質・能力のつながりの

検討

③幼・小・中の系統性の検討
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● 系統的な実践の蓄積

● 評価と改善

（授業分析、意識調査など）

● 更なる内容の整理、統合

①年間指導計画に基づく実践、その評価と改善

【研究第１年次の成果】

〇各学年における実践とその分析

→年間指導計画の作成

〇「単元内で扱う用語」の教師に

よる定義付け
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● 「小学校情報科」で養われた資

質・能力が、他教科等の学びを深

めるのにどのように寄与するか？

● 小学校情報科と他教科等とのつな

がりの検討

→教育課程全体の改善へ

「少なく教えて豊かに学ぶ」

②各教科等との内容や資質・能力のつながりの検討

【研究第１年次の成果】

〇年間指導計画の作成により、

全学年での系統的な指導がで

きるようになった

【資料５】研究開発報告書（第２年次）の素案
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● 幼稚園から小学校への接続

（５/30～情報交換開始）

● 小学校から中学校への接続

（６/18～情報交換開始）

● 資質・能力の系統と内容の系統

③幼・小・中の系統性の調査・検討

【研究第１年次の課題】

●幼稚園・中学校との連携が

不十分だった。

宮城教育大学附属幼稚園『研究紀要第67集』より
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宮城教育大学附属小学校


